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◎
　
二
〇
二
四
年
度
大
会
（
二
〇
二
四
年
七
月
二
〇
日
）

【
研
究
報
告
】

佐
藤　

拓
海
（
大
学
院
文
学
院
・
修
士
課
程
・
日
本
史
学
研
究
室
）

	

「
室
町
幕
府
・
鎌
倉
府
間
の
境
界
地
域
に
お
け
る
越
後
守
護
上

杉
氏
の
位
置
づ
け
─
15
世
紀
中
葉
を
中
心
に
─
」

上
田　

哲
司
（
ア
イ
ヌ
・
先
住
民
研
究
セ
ン
タ
ー
博
士
研
究
員
）

	

「
松
前
藩
に
お
け
る
将
軍
印
判
状
の
保
管
と
幕
末
の
政
局
」

彦
山　

明
志
（
大
学
院
文
学
院
・
博
士
後
期
課
程
・
東
洋
史
学
研
究
室
）

	

「
漢
人
世
侯
と
投
下
領
主
の
消
長
─
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
期
の
済
寧

路
を
例
に
─
」

長
谷
川
賢
太
朗
（
大
学
院
文
学
院
・
修
士
課
程
・
西
洋
史
学
研
究
室
）

	

「
戦
後
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
ヒ
ス
ト
リ
ー
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

の
歴
史
実
践
」

【
講　
　

演
】

小
杉　
　

康
（
考
古
学
研
究
室
・
教
授
）

　
「
き
わ
め
て
私
的
な
日
本
の
考
古
学
史
」

砂
田　
　

徹
（
西
洋
史
学
研
究
室
・
教
授
）

　

�「
内
戦
の
発
明
と
共
和
政
ロ
ー
マ
人
の
「
苦
悩
」
─
D
・
ア
ー
ミ
テ
イ
ジ

『〈
内
戦
〉
の
世
界
史
』
に
寄
せ
て
─
」

◎
　
二
〇
二
四
年
度
総
会
（
二
〇
二
四
年
七
月
二
〇
日
）

　

大
会
に
引
き
続
い
て
開
催
さ
れ
た
総
会
で
、
北
大
史
学
会
の
委
員
・
会
計
監

査
が
以
下
の
よ
う
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

［
委　
　

員
］�

川
口
暁
弘
（
日
本
史
学
教
員
）、
吉
田
拓
矢
（
日
本
史
学
教

員
）、
吉
開
将
人
（
東
洋
史
学
教
員
）、
村
田
勝
幸
（
西
洋
史
学

教
員
）、
松
嶌
明
男
（
西
洋
史
学
教
員
）、
高
瀬
克
範
（
考
古
学

教
員
）、
佐
藤
拓
海
（
日
本
史
学
院
生
）、
長
谷
川
賢
太
朗
（
西

洋
史
学
院
生
）、
彦
山
明
志
（
東
洋
史
学
院
生
）、
松
浦
愛
理

（
考
古
学
院
生
）

［
会
計
監
査
］
長
谷
川
貴
彦
（
西
洋
史
学
教
員
）

　

次
に
二
〇
二
三
年
度
の
会
計
報
告
が
行
な
わ
れ
、
以
下
の
通
り
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

Ⅰ　

収
入
の
部

（
内
訳
）

前
年
度
繰
越
金�

一
、四
七
二
、七
七
五
円

二
〇
二
三
年
度
収
入�

四
〇
三
、〇
〇
六
円

《
細
目
》会

費�

三
九
〇
、〇
〇
〇
円

広
告
代
（
北
大
出
版
会
）�

五
、〇
〇
〇
円

会
誌
販
売
代
金�

八
、〇
〇
〇
円

銀
行
口
座
利
息�

六
円

合
計�

一
、八
七
五
、七
八
一
円
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Ⅱ　

支
出
の
部

（
内
訳
）

二
〇
二
三
年
度
支
出�

三
二
〇
、五
四
二
円

《
細
目
》

『
北
大
史
学
』
六
三
号
・『
史
筵
』
二
一
号
・
角
5
封
筒

（
印
刷
代
（
含
抜
刷
代
）
お
よ
び
振
込
手
数
料
）

	

二
八
七
、七
三
八
円

郵
送
費
（『
北
大
史
学
』・
会
費
請
求
書
等
）�

一
九
、八
二
三
円

交
通
費
（『
北
大
史
学
』
発
送
時
の
タ
ク
シ
ー
代
）	�

二
、三
〇
〇
円

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
用
サ
ー
バ
ー
レ
ン
タ
ル
料�

九
、四
八
八
円

事
務
費
用
（
の
り
、
長
3
封
筒
）�

一
、一
九
三
円

次
年
度
繰
越
金�

一
、五
五
五
、二
三
九
円

合
計�

一
、八
七
五
、七
八
一
円

◎
　�

二
〇
二
三
年
度
卒
業
論
文
・
修
士
論
文
発
表
会

（
二
〇
二
四
年
二
月
二
八
日
）

　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
の
た
め
、
オ
ン
ラ
イ
ン
形
式
（
Z
o
o
m
）
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

【
卒
業
論
文
発
表
】

福
島　
　

亘
（
日
本
史
学
）「
十
九
世
紀
末
日
本
に
お
け
る
「
君
が
代
」
と
「
国

歌
」
の
性
格
」

梅
津　

尚
生
（
東
洋
史
学
）「
16
世
紀
マ
ラ
ケ
シ
ュ
の
モ
リ
ス
コ
と
サ
ア
ド
朝
王

権
─
シ
ャ
イ
フ
＝
ム
ハ
ン
マ
ド
・
ア
ル
＝
ア
ン
ダ
ル
ス
ィ
ー
に

対
す
る
王
権
の
眼
差
し
─
」

長
谷
川
賢
太
朗
（�

西
洋
史
学
）「
ヒ
ス
ト
リ
ー
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
運
動
と

1
9
7
0
年
代
イ
ギ
リ
ス
社
会
」

【
修
士
論
文
発
表
】

池
崎　

修
平
（
日
本
史
学
）「
明
治
前
期
札
幌
に
お
け
る
官
営
工
場
の
雇
用
と
労

働
」

小
島　

一
記
（
東
洋
史
学
）「
州
制
下
オ
ス
マ
ン
帝
国
に
お
け
る
警
察
行
政
─
ド

ナ
ウ
州
及
び
ボ
ス
ニ
ア
州
で
の
展
開
と
構
造
─
」

加
藤　

貴
光
（
西
洋
史
学
）「
フ
ラ
ン
ス
革
命
期
ド
イ
ツ
に
お
け
る
帝
国
国
法
論

者
の
帝
国
観
─
ヘ
ー
ベ
ル
リ
ン
と
ベ
ル
レ
プ
シ
ュ
事
件
─
」

◎
　
二
〇
二
三
年
度
博
士
論
文
・
修
士
論
文
・
学
士
論
文
題
目

【
日
本
史
学
研
究
室
】

●
博
士
論
文

木
村　

由
美
「
樺
太
か
ら
の
引
揚
者
と
戦
後
北
海
道
」

野
口
飛
香
留
「
南
北
朝
期
官
人
陰
陽
師
の
研
究
」（
二
〇
二
四
年
九
月
修
了
）

●
修
士
論
文

石
井　

祐
実
「
ア
イ
ヌ
民
族
が
所
持
し
た
ク
ワ
サ
キ
に
つ
い
て
」

田
原　

洋
朗
「
合
同
漁
業
株
式
会
社
（
一
九
三
一
～
一
九
四
八
年
）
の
研
究
」

池
崎　

修
平
「
明
治
前
期
札
幌
に
お
け
る
官
営
工
場
の
雇
用
と
労
働
」

浦　
　
　

果
「「
満
洲
国
」
建
国
大
学
に
お
け
る
学
生
の
塾
生
活
と
民
族
協
和
」

●
学
士
論
文

髙
田　

壮
輔
「
不
改
常
典
と
皇
位
継
承
の
論
理
」

勝
田　

涼
斗
「
山
城
国
一
揆
の
歴
史
的
意
義
」

木
下　

智
彦
「
地
頭
請
の
成
立
」

小
澤　

一
平
「
足
利
義
政
期
に
お
け
る
興
福
寺
の
対
幕
府
交
渉
の
再
検
討
」

佐
藤　

琴
乃
「
戦
時
日
本
の
女
子
徴
用
問
題
」

上
田　

陽
登
「
上
川
離
宮
計
画
と
第
七
師
団
の
旭
川
移
転
」

紙
井　

健
人
「
1
9
2
0
年
代
か
ら
1
9
3
0
年
代
の
日
本
に
お
け
る
カ
フ
ェ
ー
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と
女
給
」

遊
馬　

考
輝
「
末
次
信
正
と
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
」

原
田　

拓
夢
「
翼
賛
選
挙
と
旧
政
党
人
」

島
倉　

菜
緒
「『
東
行
漫
筆
』
か
ら
見
る
第
一
次
幕
領
期
に
お
け
る
蝦
夷
地
の

社
会
」

鈴
木　

陽
彦
「「
蝦
夷
地
一
件
」
と
幕
府
の
蝦
夷
地
政
策
」

鈴
木
沙
和
子
「
井
原
西
鶴
『
男
色
大
鑑
』
に
お
け
る
男
色
観
の
検
討
と
考
察
」

内
海　

静
恵
「
加
賀
藩
に
お
け
る
誕
生
蟇
目
」

福
島　
　

亘
「
19
世
紀
末
日
本
に
お
け
る
「
君
が
代
」
と
「
国
歌
」
の
性
格
」

平
野　
　

良
「
軍
人
恩
給
と
占
領
期
日
本
政
府
」

奥
田　

祐
也
「
戦
後
経
済
界
の
公
職
追
放
と
企
業
経
営
者
」

山
本　

彩
乃
「
樺
太
に
お
け
る
緊
急
疎
開
の
制
度
的
研
究
」

【
東
洋
史
学
研
究
室
】

●
博
士
論
文

坂
東　
　

泰
「
清
末
新
政
期
の
鴉
片
政
策
と
中
央
・
省
関
係
─
政
策
評
価
の
問

題
を
中
心
と
し
て
」（
二
〇
二
四
年
九
月
修
了
）

●
修
士
論
文

小
島　

一
記
「
州
制
下
オ
ス
マ
ン
帝
国
に
お
け
る
警
察
行
政
：
ド
ナ
ウ
州
及
び

ボ
ス
ニ
ア
州
で
の
展
開
と
構
造
」

中
川　

流
衣
「
イ
ブ
ン
・
ア
ル
＝
ア
フ
タ
ス
は
「
旧
」・「
土
着
」
ベ
ル
ベ
ル
の

指
導
者
で
あ
る
か
─
11
世
紀
ア
ン
ダ
ル
ス
の
フ
ィ
ト
ナ
初
期
に

お
け
る
ズ
ン
ヌ
ー
ン
家
、
ラ
ジ
ー
ン
家
と
の
比
較
か
ら
」

新
谷
耕
太
郎
「
人
丁
か
ら
民
数
へ
─
十
八
世
紀
清
朝
に
お
け
る
人
口
の
発
見
」

伊
藤　

大
智
「『
晋
書
』
に
お
け
る
徴
召
と
辟
召
に
つ
い
て
」

●
学
士
論
文

梅
津　

尚
生
「
16
世
紀
マ
ラ
ケ
シ
ュ
の
モ
リ
ス
コ
と
サ
ア
ド
朝
王
権
─
シ
ャ
イ

フ
＝
ム
ハ
ン
マ
ド
・
ア
ル
＝
ア
ン
ダ
ル
ス
ィ
ー
に
対
す
る
王
権

の
眼
差
し
─
」

地
紙
慎
太
郎
「
中
世
ア
ラ
ブ
世
界
の
鷹
書
─
ク
シ
ャ
ー
ジ
ム
の
『
罠
と
狩
り
の

書
』
を
中
心
に
─
」

甲
斐　

瑛
大
「
古
代
エ
ジ
プ
ト
古
王
国
後
半
か
ら
第
一
中
間
期
に
お
け
る
時
代

の
転
換
に
つ
い
て
─
気
候
変
動
か
ら
見
る
古
王
国
崩
壊
に
関
す

る
考
察
─
」

曲
里　

皓
右
「
8
世
紀
の
東
ウ
イ
グ
ル
帝
国
に
よ
る
マ
ニ
教
導
入
に
つ
い
て
の

研
究
」

米
田　

千
種
「
秦
始
皇
帝
の
巡
行
に
つ
い
て
の
再
検
討
」

【
西
洋
史
学
研
究
室
】

●
修
士
論
文

青
海　

一
太
「
一
二
世
紀
オ
ー
ク
ニ
ー
諸
島
を
取
り
巻
く
海
域
世
界
」

加
藤　

貴
光
「
フ
ラ
ン
ス
革
命
期
ド
イ
ツ
に
お
け
る
帝
国
国
法
論
者
の
帝
国
観

─
ヘ
ー
ベ
ル
リ
ン
と
ベ
ル
レ
プ
シ
ュ
事
件
─
」

志
村　

佳
亮
「
帝
国
前
期
に
お
け
る
ロ
ー
マ
兵
の
結
婚
と
ロ
ー
マ
当
局
の
反
応

─
結
婚
禁
止
令
を
手
が
か
り
に
─
」

髙
木　

暉
馬
「
一
八
～
一
九
世
紀
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
民
衆
の
婚
姻
・
家
族
の

変
遷
」

濱
寄　

隼
佑
「
一
四
世
紀
ベ
ー
メ
ン
王
冠
諸
邦
の
統
合
に
お
け
る
聖
ヴ
ァ
ー
ツ

ラ
フ
の
機
能
」

●
学
士
論
文

赤
木　

隆
政
「
中
世
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
大
学
の
変
遷
と
n
a
t
i
o
の
役
割
」

上
田　

昴
伸
「
一
五
世
紀
に
お
け
る
ハ
ン
ザ
同
盟
の
変
容
」

加
藤
穂
乃
花
「
中
世
盛
期
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
お
け
る
居
酒
屋
と
都
市
成
立
の
関

係
─
東
方
植
民
期
の
居
酒
屋
の
変
容
と
建
設
都
市
─
」
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上
坂　

麟
子
「
冷
戦
期
ア
メ
リ
カ
の
「
理
想
の
家
族
」
に
見
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
的

反
動
」

倉
品　

智
行
「
ロ
ナ
ル
ド
・
サ
イ
ム
「
ロ
ー
マ
革
命
」
論
の
批
判
的
考
察
─
前

一
世
紀
に
お
け
る
イ
タ
リ
ア
地
方
都
市
有
力
者
層
の
実
像
か
ら

─
」

小
杉
山
恵
理
子
「�
一
七
世
紀
か
ら
一
九
世
紀
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
「
ア
パ
ラ
ン

ス
」
に
つ
い
て
」

柴
田
亜
莉
紗
「
一
六
世
紀
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
政
治
と
「
都
市
の
刷
新
（
r

	
e
	n	

o
v
a
t
i
o 
u
r
b
i
s
）」
に
つ
い
て
」

下
田　

雄
人
「
古
代
ロ
ー
マ
人
の
死
生
観
─
墓
の
コ
ー
メ
モ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
通

し
て
─
」

田
所　

大
貴
「
一
九
世
紀
中
頃
ま
で
に
ハ
イ
チ
革
命
が
大
西
洋
世
界
に
与
え
た

影
響
」

中
村　

鉄
人
「
第
一
次
世
界
大
戦
前
後
の
イ
ン
ド
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
」

（
二
〇
二
四
年
九
月
卒
業
）

西
尾　
　

峻
「
共
和
政
末
期
の
ロ
ー
マ
に
お
け
る
権
力
闘
争
と
セ
ク
ス
ト
ゥ

ス
・
ポ
ン
ペ
イ
ウ
ス
の
イ
メ
ー
ジ
戦
略
」

長
谷
川
賢
太
朗
「�

ヒ
ス
ト
リ
ー
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
運
動
と
一
九
七
〇
年
代
イ

ギ
リ
ス
社
会
」

羽
深
亜
優
実
「
第
一
次
世
界
大
戦
期
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
政
府
広
報
委
員
会
の

活
動
と
そ
の
影
響
」

藤
田　

雅
也
「
現
代
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
に
お
け
る
L
i
l 

N
a
s 

X
の
挑
戦
」

【
考
古
学
研
究
室
】

●
博
士
論
文

許　
　

開
軒
「
近
世
日
本
の
ニ
ワ
ト
リ
利
用
に
関
す
る
動
物
考
古
学
的
研
究
」

●
修
士
論
文

荒
井　

綺
乃
「�

Z
o
o
M
S
を
用
い
た
遺
跡
出
土
ア
シ
カ
科
遺
存
体
の
種
同
定

の
試
み
」

越
崎　

聖
也
「
道
央
部
の
縄
文
中
期
、
後
期
の
地
域
社
会
に
つ
い
て
の
研
究
」

●
学
士
論
文

伊
藤　

優
那
「�

擦
文
文
化
期
の
北
海
道
及
び
古
代
東
北
北
部
に
お
け
る
穀
物
利

用
」

垣
内　

聖
人
「�

K
3
9
遺
跡
の
北
大
式
土
器
に
つ
い
て
─
工
学
部
共
用
実
験
研

究
棟
地
点
出
土
資
料
の
再
検
討
を
中
心
に
─
」

佐
藤　

朱
莉
「
北
海
道
湧
別
市
川
遺
跡
出
土
石
器
の
使
用
痕
分
析
」

山
崎　

凱
士
「�

江
別
太
遺
跡
の
形
成
過
程
と
続
縄
文
期
の
土
器
群
構
成
に
つ
い

て
」

◎
　
研
究
室
便
り

〈
日
本
史
学
研
究
室
〉

　

異
動
が
あ
っ
た
。
白
木
沢
旭
児
先
生
が
二
〇
二
四
年
三
月
を
以
て
退
職
さ
れ

た
。
先
生
は
な
が
く
日
本
史
学
研
究
室
の
中
心
だ
っ
た
。
大
学
院
文
学
研
究
科

長
・
文
学
部
長
も
お
勤
め
だ
っ
た
か
ら
、
そ
れ
こ
そ
北
大
文
学
部
の
中
心
で
も

あ
っ
た
。
こ
れ
か
ら
は
、
思
案
に
困
る
問
題
が
生
じ
て
も
、
先
生
の
名
案
に
頼

る
こ
と
は
出
来
な
い
。
残
る
者
だ
け
で
対
処
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
嘆
い
て
も
詮

な
い
。
い
つ
か
来
る
日
が
来
て
し
ま
っ
た
の
だ
。
先
生
が
去
っ
た
日
本
史
学
研

究
室
は
、
教
授
四
名
、
講
師
一
名
、
と
い
う
構
成
で
あ
る
。

　

新
二
年
生
は
、
一
〇
月
一
日
現
在
、
一
三
名
で
あ
る
。
そ
の
二
年
生
を
対
象

と
し
た
研
修
旅
行
で
、
九
月
初
旬
に
広
島
県
を
訪
れ
た
。
参
加
者
は
八
名
、
引

率
は
講
師
の
吉
田
拓
矢
で
あ
る
。
観
光
名
所
で
も
あ
る
広
島
城
、
厳
島
神
社
、

大
和
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
（
呉
市
海
事
歴
史
科
学
館
）
の
ほ
か
、
昭
和
初
期
に
毒
ガ

ス
工
場
が
あ
っ
た
大
久
野
島
、
県
北
部
の
三
次
盆
地
に
位
置
す
る
浄
楽
寺
・
七
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ツ
塚
古
墳
群
、
そ
し
て
戦
国
大
名
毛
利
氏
の
居
城
で
あ
っ
た
郡
山
城
跡
と
、
県

内
各
地
の
史
跡
に
も
足
を
延
ば
し
、
見
聞
を
深
め
た
。

　

川
口
ゼ
ミ
が
学
部
と
大
学
院
と
そ
れ
ぞ
れ
に
夏
季
合
宿
を
実
施
し
た
。
学
部

ゼ
ミ
合
宿
は
八
月
二
二
日
、
二
三
日
の
一
泊
二
日
、
参
加
者
は
学
生
四
名
と
少

な
か
っ
た
が
、
藤
田
省
三
『
天
皇
制
国
家
の
支
配
原
理
』
と
温
泉
を
満
喫
し

た
。
大
学
院
ゼ
ミ
合
宿
は
九
月
二
三
～
二
五
日
の
二
泊
三
日
で
、
場
所
は
登
別

温
泉
で
あ
る
。
二
〇
一
九
年
以
来
の
こ
と
だ
か
ら
、
コ
ロ
ナ
禍
以
後
、
初
め
て

の
大
学
院
ゼ
ミ
合
宿
で
あ
る
。
夏
季
休
業
中
の
研
究
成
果
の
報
告
が
あ
っ
た
。

登
別
温
泉
の
温
浴
効
果
が
諸
君
を
興
奮
さ
せ
た
の
だ
ろ
う
か
、
次
回
冬
季
合
宿

は
別
府
温
泉
で
実
施
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

二
〇
二
四
年
九
月
一
八
日
・
一
九
日
の
両
日
、
本
学
附
属
図
書
館
に
お
い

て
、
同
館
所
蔵
未
整
理
古
文
書
調
査
を
実
施
し
た
。
参
加
者
は
、
中
世
、
近

世
、
近
現
代
な
ら
び
に
博
物
館
学
の
、
学
部
学
生
と
大
学
院
生
あ
わ
せ
て
一
七

名
で
あ
っ
た
。
調
査
幹
事
は
修
士
一
年
の
佐
々
木
美
樹
さ
ん
で
、
一
九
日
に
は

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
の
工
藤
航
平
先
生
、
昭
和
女
子
大
学
の
三
野
行
徳
先
生

が
見
学
さ
れ
た
。
昨
年
度
に
引
き
続
い
て
の
実
施
で
、
旧
越
後
国
高
田
藩
士
白

石
家
に
伝
存
し
た
文
書
群
の
目
録
を
作
成
し
た
。
参
加
者
に
は
、
史
料
に
向
き

合
う
よ
い
経
験
に
な
っ
た
と
思
料
す
る
。
次
回
で
目
録
の
完
成
を
目
指
す
。

（
文
責
：
川
口
）

〈
東
洋
史
学
研
究
室
〉

　

本
年
一
〇
月
現
在
、
東
洋
史
学
研
究
室
は
、
教
員
四
名
、
大
学
院
・
博
士
課

程
七
名
、
修
士
課
程
二
年
生
二
名
、
一
年
生
三
名
、
学
部
・
四
年
生
一
〇
名
、

三
年
生
五
名
、
二
年
生
三
名
の
、
計
三
十
四
名
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

　

二
〇
一
九
年
一
一
月
に
太
田
敬
子
先
生
が
急
逝
し
て
以
来
、「
西
」
担
当
教

員
は
四
年
間
に
わ
た
り
一
人
欠
員
で
、
佐
藤
健
太
郎
氏
が
孤
軍
奮
闘
状
態
で

あ
っ
た
。
前
号
本
欄
で
紹
介
し
た
よ
う
に
、
昨
年
度
よ
う
や
く
採
用
枠
を
与
え

ら
れ
、
そ
の
結
果
、
公
募
を
経
て
、
オ
ス
マ
ン
朝
史
を
専
門
と
す
る
末
森
晴
賀

氏
が
四
月
か
ら
講
師
と
し
て
着
任
し
た
こ
と
を
、
大
変
喜
ば
し
い
ニ
ュ
ー
ス
と

し
て
報
告
し
た
い
。
こ
こ
に
研
究
室
教
員
の
三
人
体
制
は
終
了
し
、
四
人
体
制

が
始
動
し
た
こ
と
に
な
る
。
末
森
氏
は
、
昨
年
度
に
博
士
学
位
を
取
得
し
、
学

振
P
D
と
し
て
東
京
に
赴
い
た
ば
か
り
で
あ
っ
た
が
、
札
幌
を
離
れ
て
一
年
で

の
研
究
室
復
帰
と
な
っ
た
。
本
学
教
員
と
し
て
研
究
の
順
調
な
継
続
と
発
展
が

な
さ
れ
る
こ
と
を
願
う
と
と
も
に
、
本
学
出
身
で
北
大
生
・
院
生
側
の
事
情
に

理
解
が
あ
る
者
と
し
て
、
研
究
室
の
今
後
の
繫
栄
に
大
い
に
貢
献
し
て
く
れ
る

と
期
待
し
た
い
。

　

そ
の
他
の
ニ
ュ
ー
ス
と
し
て
は
、
院
生
と
し
て
長
年
に
わ
た
り
研
究
室
に
貢

献
を
し
て
く
れ
た
坂
東
泰
氏
（
二
〇
二
二
年
度
単
位
満
了
退
学
、
現
徳
島
県
立

鳥
居
龍
蔵
記
念
博
物
館
勤
務
）
が
九
月
に
博
士
号
を
取
得
し
た
こ
と
を
特
記
し

て
お
く
。
現
役
院
生
た
ち
が
こ
れ
に
続
く
こ
と
を
願
う
。

　

本
研
究
室
関
連
と
し
て
は
、
梅
村
尚
樹
氏
が
本
学
経
済
学
部
の
松
村
史
穂
氏

の
協
力
も
得
て
八
月
二
十
七
・
二
十
八
日
に
「
二
〇
二
四
年
明
清
史
夏
合
宿
」

を
本
学
で
開
催
し
、
本
研
究
室
の
現
役
院
生
お
よ
び
O
B
諸
氏
で
各
地
で
活
躍

す
る
者
た
ち
も
含
め
、
多
く
の
研
究
者
た
ち
の
発
表
が
行
わ
れ
、
盛
会
で
あ
っ

た
。

　

本
研
究
室
と
海
外
と
の
関
係
に
お
い
て
は
、
台
湾
に
半
年
私
費
留
学
、
引
き

続
き
交
換
留
学
で
国
立
政
治
大
学
に
留
学
す
る
学
部
生
が
現
れ
、
喜
ば
し
い
こ

と
で
あ
る
。
か
つ
て
本
研
究
室
で
盛
ん
で
あ
っ
た
中
国
へ
の
渡
航
や
留
学
に
つ

い
て
も
、
来
年
度
以
後
、
ま
ず
は
院
生
の
国
費
留
学
か
ら
復
調
の
兆
し
が
現
れ

る
の
で
は
な
い
か
と
見
込
ん
で
い
る
。
国
際
情
勢
の
さ
ら
な
る
安
定
が
望
ま
れ

る
。�

（
執
筆
担
当
：
吉
開
）

〈
西
洋
史
学
研
究
室
〉

　

二
〇
二
四
年
一
〇
月
現
在
、
西
洋
史
学
研
究
室
に
在
籍
す
る
学
生
は
、
学
部
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二
年
生
が
一
一
名
、
学
部
三
年
生
が
一
二
名
、
卒
業
論
文
提
出
年
次
学
生
が

一
八
名
、
修
士
課
程
八
名
、
博
士
課
程
一
名
、
と
い
う
構
成
に
な
っ
て
お
り
、

砂
田
徹
、
山
本
文
彦
、
長
谷
川
貴
彦
、
松
嶌
明
男
、
村
田
勝
幸
、
安
酸
香
織
の

六
名
（
敬
称
略
）
が
教
育
・
指
導
と
研
究
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。
な
お
、
山
本

先
生
は
、
理
事
・
副
学
長
と
し
て
基
本
的
に
教
育
業
務
は
担
当
せ
ず
、
大
学
執

行
部
の
業
務
に
専
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
の
研
究
室
紹
介
文
（
担
当
は
松
嶌
先
生
）
に
引
き
続
き
、
今
年
も
山
本

先
生
と
西
洋
中
世
近
世
史
に
関
し
て
。
あ
る
意
味
で
皮
肉
な
こ
と
で
す
が
、
山

本
先
生
が
大
学
全
体
の
管
理
運
営
に
本
格
的
に
関
わ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
以

降
、
新
た
に
西
洋
史
学
研
究
室
の
門
を
叩
く
学
部
二
年
生
や
修
士
課
程
入
試
受

験
者
の
な
か
で
、
西
洋
中
世
近
世
史
を
学
び
た
い
と
い
う
学
生
が
と
く
に
増
え

て
い
る
と
い
う
印
象
を
個
人
的
に
は
も
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
山
本
先
生
が

今
年
四
月
に
出
版
さ
れ
た
『
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
』（
中
公
新
書
）
に
触
発
さ
れ

て
、
北
大
西
洋
史
で
学
び
た
い
と
思
う
歴
史
研
究
者
の
卵
が
札
幌
を
目
指
し
て

や
っ
て
来
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
前
述
し
た
よ
う
な
理
由
で
山
本
先
生
の
指
導
を

仰
げ
な
い
と
知
り
、
束
の
間
落
胆
の
様
子
を
少
し
み
せ
た
学
生
も
こ
れ
ま
で
い

ま
し
た
が
、
安
酸
先
生
の
指
導
を
受
け
、
西
洋
中
世
近
世
史
の
魅
力
を
再
認
識

し
て
い
っ
た
よ
う
で
す
。
安
酸
先
生
は
二
月
に
単
著
『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
史
の
な
か

の
ア
ル
ザ
ス
』
を
、
そ
し
て
六
月
に
共
訳
書
『
ジ
ャ
ン
ヌ
・
ダ
ル
ク
』（
ゲ
ル

ト
・
ク
ル
マ
イ
ヒ
著
）
を
発
表
さ
れ
、
西
洋
史
学
研
究
室
に
刺
激
を
与
え
続
け

て
お
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
所
属
教
員
に
よ
る
そ
れ
以
外
の
研
究
成
果
の
一
部
と
し
て
、
砂
田
先

生
が
八
月
に
訳
書
『
ロ
ー
マ
建
国
以
来
の
歴
史
七
』（
リ
ウ
ィ
ウ
ス
著
）
を
、
私

村
田
が
一
月
に
『「
人
種
か
、
階
級
か
」
を
超
え
て
』（
ロ
ビ
ン
・
ケ
リ
ー
著
）

を
公
刊
し
て
お
り
ま
す
。
コ
ロ
ナ
渦
で
長
ら
く
途
絶
え
て
い
た
海
外
渡
航
が

や
っ
と
復
活
し
、
現
地
調
査
が
生
命
線
と
も
い
え
る
外
国
史
研
究
者
に
と
っ
て

の
「
日
常
」
が
戻
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。（
物
価
高
騰
と
円
安
に
よ
り
、
科
研
費

の
宿
泊
費
レ
ー
ト
と
実
勢
レ
ー
ト
の
間
に
著
し
い
乖
離
が
生
じ
て
い
る
な
ど
の

問
題
は
あ
り
ま
す
が
。）

　

さ
て
、
本
研
究
室
で
西
洋
古
代
史
の
研
究
と
教
育
を
長
き
に
わ
た
っ
て
率
い

て
こ
ら
れ
た
砂
田
先
生
に
と
っ
て
は
、
今
年
度
が
最
終
年
度
と
な
り
ま
す
。
私

自
身
、
正
直
な
と
こ
ろ
ま
だ
そ
の
実
感
は
な
い
の
で
す
が
、「
同
僚
」
と
し
て

の
残
り
の
時
間
を
噛
み
し
め
て
過
ご
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

（
文
責
：
村
田
）

〈
考
古
学
研
究
室
〉

　

二
〇
二
三
年
度
の
考
古
学
研
究
室
の
構
成
員
は
、
教
員
三
名
（
文
学
院
に
参

加
し
て
い
る
他
部
局
所
属
の
教
員
を
合
わ
せ
る
と
総
数
六
名
）、
博
士
課
程
三

名
、
修
士
課
程
五
名
、
学
部
生
八
名
の
計
一
九
名
で
す
。

　

昨
年
度
で
発
掘
が
終
了
し
た
豊
浦
町
礼
文
華
遺
跡
に
か
わ
っ
て
、
札
幌
市
内

の
丘
珠
縄
文
遺
跡
で
野
外
実
習
を
開
始
し
ま
し
た
（
二
〇
二
四
年
八
月
二
一

日
～
九
月
一
四
日
）。
こ
の
遺
跡
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
と
と
も
に
継
続
的

に
学
術
調
査
が
実
施
さ
れ
て
き
て
い
る
縄
文
文
化
晩
期
か
ら
続
縄
文
文
化
の
野

営
地
で
、
札
幌
市
教
育
委
員
会
の
全
面
的
な
ご
支
援
の
も
と
、
発
掘
調
査
の
技

術
習
得
だ
け
で
な
く
、
調
査
成
果
の
市
民
へ
の
還
元
も
含
め
て
授
業
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
含
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
札
幌
市
教
育
委

員
会
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
に
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
今
年
は
、
永
ら
く
な
か
っ
た
考
古
学
の
集
中
講
義
が
可
能
と
な
っ
た
こ

と
か
ら
、
福
島
大
学
か
ら
菊
地
芳
朗
先
生
を
お
招
き
し
ま
し
た
。
日
常
的
に
接

し
て
い
る
教
員
と
は
こ
と
な
る
研
究
者
か
ら
の
講
義
に
、
学
生
も
大
い
に
刺
激

を
受
け
た
よ
う
で
す
。
菊
地
先
生
に
も
、
こ
の
場
を
借
り
て
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

　

小
杉
教
授
は
、
二
三
年
度
九
月
の
第
十
二
シ
ー
ズ
ン
の
発
掘
調
査
を
も
っ
て

終
了
し
た
、
科
研
並
び
に
考
古
学
実
習
と
し
て
実
施
し
て
き
た
礼
文
華
遺
跡
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（
虻
田
郡
豊
浦
町
）
の
整
理
作
業
と
発
掘
調
査
報
告
書
の
完
成
を
目
指
し
て
、

孤
軍
奮
闘
残
さ
れ
た
在
職
期
間
の
全
精
力
を
注
ぎ
こ
ん
で
い
ま
す
。
そ
ん
な
中

で
も
、
二
四
年
三
月
に
は
『
考
古
学
研
究
室
研
究
紀
要
』
第
三
号
を
編
集
・
発

行
で
き
ま
し
た
。
七
月
に
は
恒
例
に
な
っ
た
本
会
研
究
大
会
で
の
退
職
予
定
教

員
の
研
究
発
表
を
行
い
、
考
古
学
研
究
に
取
り
組
ん
だ
四
五
年
間
を
振
り
返
り

ま
し
た
。
十
一
月
に
は
、
礼
文
華
遺
跡
の
報
告
・
講
演
会
を
豊
浦
町
で
、
札
幌

国
際
大
学
縄
文
世
界
遺
産
研
究
室
主
催
の
講
演
会
で
北
海
道
の
縄
文
世
界
遺
産

に
つ
い
て
、
か
つ
て
設
立
記
念
講
演
を
お
こ
な
っ
た
民
間
団
体
苫
小
牧
縄
文
会

の
二
十
周
年
記
念
講
演
会
を
苫
小
牧
市
で
行
い
、
そ
れ
ぞ
れ
大
学
人
・
考
古
学

者
と
し
て
関
わ
っ
て
き
た
仕
事
の
よ
い
区
切
り
と
な
り
ま
し
た
。
二
四
年
度
末

の
『
研
究
室
研
究
紀
要
』
第
四
号
の
編
集
・
発
行
を
も
っ
て
、
考
古
学
研
究
室

で
の
教
育
・
研
究
を
終
え
ま
す
。

　

高
瀬
教
授
は
、
昨
年
度
か
ら
引
き
続
き
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
に
お
け
る
新
石
器
時

代
の
黒
曜
石
利
用
、
植
物
利
用
に
つ
い
て
の
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。
海
外
で

の
学
会
発
表
も
再
開
し
、
ロ
シ
ア
へ
の
訪
問
が
で
き
な
い
こ
と
を
除
け
ば
国
外

で
の
研
究
活
動
は
コ
ロ
ナ
禍
前
と
ほ
ぼ
同
じ
ペ
ー
ス
に
戻
り
ま
し
た
。
イ
ギ
リ

ス
の
エ
ク
セ
タ
ー
大
学
ペ
ン
リ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
さ
れ
た
第
一
〇
回

O
ceans Past Initiative

で
現
在
実
施
中
の
科
研
費
の
成
果
を
発
表
す
る
と
と

も
に
、
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
で
開
催
さ
れ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ムT

he transition 
to agriculture at the edges of Eurasia: N

eolithisation in the British 
Isles and the Jom

on-Y
ayoi transition

で
も
発
表
を
行
い
ま
し
た
。
ま

た
、
国
内
で
は
湧
別
町
川
西
オ
ホ
ー
ツ
ク
遺
跡
で
新
た
な
学
術
調
査
を
開
始

し
、
札
幌
、
石
狩
、
恵
庭
、
岩
手
県
な
ど
で
文
化
財
保
護
や
史
跡
整
備
の
委
員

も
務
め
て
い
ま
す
。

　

國
木
田
准
教
授
は
、
二
〇
二
〇
年
度
か
ら
引
き
続
き
「
土
器
の
年
代
と
使
用

法
の
化
学
的
解
明
」（
学
術
変
革
領
域
A
）
の
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
行
っ
て
い

ま
す
。
昨
年
度
か
ら
は
「
生
業
動
態
か
ら
み
た
擦
文
文
化
の
分
布
拡
大
要
因
」

（
基
盤
研
究
B
）
を
開
始
し
、
新
た
な
分
析
装
置
を
導
入
し
ま
し
た
。
ま
た
、

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
共
同
研
究
「
小
渡
遺
跡
を
中
心
と
す
る
十
腰
内
文
化
の

研
究
」
も
進
め
て
い
ま
す
。
こ
の
他
に
、
シ
ブ
ノ
ツ
ナ
イ
竪
穴
住
居
群
（
湧
別

町
）
調
査
検
討
委
員
会
へ
の
出
席
や
、
史
跡
大
船
遺
跡
（
函
館
市
）
保
存
活
用

計
画
検
討
委
員
会
の
委
員
長
を
務
め
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
考
古
学
研
究
室
か
ら
は
学
部
卒
業
生
四
名
、
修
士
二
名
、
博
士
修
了

生
一
名
が
巣
立
ち
ま
し
た
。
大
学
院
へ
の
内
部
進
学
者
は
お
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
他
大
学
の
大
学
院
へ
の
進
学
、
学
芸
員
や
一
般
企
業
へ
の
就
職
な
ど
、
そ

れ
ぞ
れ
希
望
の
進
路
へ
と
進
み
ま
し
た
。
北
大
で
の
経
験
を
い
か
し
て
、
社
会

で
活
躍
し
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
嬉
し
い
ニ
ュ
ー
ス
と

し
て
、
博
士
課
程
の
許
開
軒
氏
が
博
士
の
学
位
を
取
得
し
た
の
ち
、
北
大
総
合

博
物
館
で
助
教
と
し
て
の
勤
務
を
開
始
し
ま
し
た
。
今
後
の
数
年
間
が
、
研
究

の
さ
ら
な
る
深
化
と
教
育
面
で
の
キ
ャ
リ
ア
を
蓄
積
す
る
た
め
の
充
実
し
た
期

間
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。�

（
文
責
・
高
瀬
）
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